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        「2025年度シン・全国薬学生ワークショップ」参加者推薦のお願い 

 

 謹啓  時下 ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、日本薬学会薬学教育委員会では、薬学部学生の研究や教育についての意見収集や情報提供の一環

として全国の薬系大学から参加者を募り、ワークショップを実施してまいりました。 

昨年度は、実務実習を終えた薬学部５、６年生と薬学部教員が一堂に介して「研究マインド・能力を持

った医療人材を育成する６年制薬学教育を考える」をテーマに話合いを行い、参加した学生達からは薬

学に対する期待とともに、学生達が直面する課題など貴重な意見を集めることができました。 

今年度も、会場を昭和医科大学様の富士吉田キャンパスをお借りして、全国の薬学生に集まってもらい

日本薬学会「2025年度シン・全国薬学生ワークショップ」を開催したいと思います。2025年度のテーマ

は「医療・ヘルスケアの未来の課題と薬学：薬学の力を合わせ未知の疾患に挑戦する！」とし、薬学の将

来を支える人材となる薬学部３、４年生を対象に課題解決を実際に協議しながら体験する新しいワーク

ショップを企画いたしました。新しい未知の課題にみんなで取り組む中から、薬学部で学ぶ科目の重要

性や、薬学部卒業後の多様なキャリアが可能であることに気づいてもらい、課題解決能力を培うことの

必要性、さらには未知の課題にチャレンジする研究マインド・能力の重要性を実感してもらおうという

ワークショップです。 

日頃の授業の中でとかく正解を追い求めがちな薬学部３、４年生に、このような未知の課題を自ら分析

し解決策を考える体験をしてもらうことで、薬学を修めていくことの魅力を理解してもらえれば、実務

実習や卒業研究での学びも一層深まるのではないかと思います。さらに、意欲のある学生達に他大学の

学生との交流も含め、薬学の多様なキャリアを理解してもらうことはアカデミア領域で将来活躍しても

らう礎にもなると考えております。 

大学の夏休みの時期にあたるかとは存じますが、対象は、薬学部３年生、4年生を対象とさせていただ

きます。薬学の学びに積極的に取り組んでいる学生、他大学の学生と交流を希望する学生、日頃から主体

的に学習している学生で 2 日間の課題解決学習に取り組む意欲がある学生に参加をお願いしたいと考え

ています。貴大学から、参加学生のご推薦を何卒よろしくお願い申し上げます。 

なお、今年度のワークショップでは、参加学生に「大学に帰って、自分達の学びを同級生や後輩に大学

内で伝達して欲しい」と考え、各大学で発表してもらうプロダクトも作成してもらいます。参加学生に

は、参加後是非大学内で報告会などを開催いただきたく合わせてお願い申し上げます。  

謹白  



 

記 

 

「2025年度シン・全国薬学生ワークショップ」 参加学生募集案内 

 

日 時：2025年 8月 28日（木）～29日（金） 

会 場：昭和医科大学 富士吉田キャンパス（〒403-0005山梨県富士吉田市上吉田 4562） 

テーマ：「医療・ヘルスケアの未来の課題と薬学：薬学の力を合わせ未知の疾患に挑戦する！」 

参加募集対象者：各大学 1名 薬学部（学科は問わない）3年生あるいは 4年生を原則とします。 

     （複数名参加を希望される場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。） 

参加費：学生 1名 35,000円（別途、会場までの交通費の補助もお願いします。） 

スケジュール（予定）：  

  8月 28日（木）JR中央線・富士急行線 大月駅 11時半出発（※）（貸切バスにて会場まで移動） 

※ 11時集合目安 

    29日（金）JR中央線・富士急行線 大月駅 15時半解散 （大月駅までは貸切バスで移動） 

 【第 1日】 

第1部 World Café  

今までの薬学部生活を振り返ろう/将来はどんな道に進みたいか 

第2部 未知の疾患へ挑戦＜まずは COVID-19パンデミックの経験から学ぶ＞ 

 グループディスカッション・発表 

       特別講演 岡山大学病院 薬剤部教授 薬剤部長  座間味 義人 

       「社会から求められる多様な薬学研究者・薬剤師の未来像」 

第3部 未知の疾患への挑戦＜未知の疾患の課題を解決するために薬学は何ができるか＞ 

 グループディスカッション・発表 

    夕食  意見交換会 

 【第 2日】 

第4部 未知の疾患への挑戦＜考えた対応策を社会で実現するために必要なこと＞ 

 グループディスカッション・発表 

第5部 ＜薬学出身者・薬剤師が、医療・ヘルスケアに関わる社会の課題を解決し 

発展させるために必要な力は何か＞ 

 グループディスカッション・発表 

第6部 ＜ワークショップで学んだ事を同級生・後輩にプレゼンしよう！＞ 

プロダクト作成 

 

参加申込方法： 下記 URLの Google フォームからお申し込みください。 

https://forms.gle/hmUqbVwLiDWkxm8v9 

 

申込締切：2025年 6月 20日（金） 

 

本件に関する問合せ先：公益社団法人日本薬学会 薬学教育担当 E-mail: kyoiku@pharm.or.jp  

https://forms.gle/hmUqbVwLiDWkxm8v9


 

以上 

＊＊＊補足事項＊＊＊ 

 ・宿泊について 

 宿泊場所は、昭和医科大学 富士吉田キャンパスの男子寮・女子寮で、費用は参加費に

含まれています。 

  参加者は同性同士の相部屋となりますことを予めご了承ください。 

   https://adm.showa-u.ac.jp/campuslife/campus/fujiyoshida/access.html 

 ・食事について 

  ワークショップ期間中の食事は提供され、食費はすべて参加費に含まれています。 

 ・保険について 

  イベント保険につきましても、本学会で加入いたします。 

 ・その他 

 会場までの移動手段や時間に関してお困りのことがございましたら、事務局

kyoiku@pharm.or.jp までご連絡ください。 


